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火 山 性窮状ぬ .客土 及 乙ぐ古 嘗よ 風面 に展 開 され る着 意 盛 栄 と風 葬 顔 好O

脚 鹿本 く鼻 業多 い9葡 煮釣 廉廉 ;

∬a､畜 客 土正 味 永 野敗 戒 (白 糸 ･上野 ･細 野 )

火山 性 ラビ盈原 と駕 岬 琶岸段丘 .星 山廃 液 か らの 澄渡 ｡来作 )ilo- at3才,

廃 ノ甘蕗 ′藩施 壁を加 えた数合せ .

机 ､嶺蜜 i=丘 藤 田僻 地威 (旦 雷 ･宣 鹿 ii/･星山 )

畠 蛋土丘 庭 を草山 丘 酪 (古 雷 上,k山 原面 )吐軒 他車均 4W 及 ゼ 白糸 甫

廉廉 ｡第二農 務 紫 は Ul10 ,g を示 す .

顔 貌 に永 池毅 の展 葉 の地 裁 性 で あるが ′底 地庭 と鼻炎 頒射こ丸 巌 す るl二は凍

件が 不+ 卦 のよ う な敗豪 がカ＼｡だ った ので ′本 姓 底 の賭破 線 を 良 書胸 出 して

歳香一

0水 .気候 に恵 まれ ている が .新 しい火 ilj勉 東 女の～ .火 山灰 土 磨Z線に マ

サの覇者 が あ lj , 畑雁 に療 客 が あ る.

㊤償高 の鷹 山 也底 であaか ら し火山 艶 ヒしこ tよ).大嵐 (欧風 .渡属 ) め

度が よ いOエ 栗 ･蹄粟 の 産原 像 が あ ()J畜産 壱近 い3

㊤ 古く菌糸三来 た ので耕 地 勉が凄 み ′ 作物 も多産 で.廉絢鎗摩兼 で あ る ,

6)/ト温顔 経 営を ので 兼 業鹿 象 が孝 く′ 白糸 磨賢で あ る o 庫 産 物 とい え る 立

の る~し .

¢終 審･#吐取 入れ られ ているが .奮発 ごId:任んのわず か七㌦ 厳 寒 .鼻 政審

が 蒋 放 射 /こ毎~患 わ れ ている ｡

磨為釦 こ云 えだ .火山 魅塊 の鼻 薬 と して の性鷹 は .水 利 ･土廉 尊 の 畠鉄泉

件 の中に乳 られ るが ′開港 初顔 にIf紫 馨 の大 きか った こ九 ら卓然各棟 は.敬

女 jLLは鼻 策経 告 に決 定 約 な系件 で は患 い｡勉,ll-周 布 国包 地象 と して の 健勝 か

衆 寮や 観 衆 ･蕗盛栄 に菟 わ れ t い る とし､えよ う.

高冷地 農業の地理的考泉

- 長 野 県 恵 庭 ス 郎 野 辺 山 原 の 場 金 一

山 車 正 チ

濠 発展 のノ＼ケ葛 山鹿 ヒノ虹盈 する 弊政 山原 は.僻 窓 /,3♂C 親 か ら//2c c 祝 )I

射 すで ′水 野 と牌雁 姐 の宏が る超 患 冷舷 威 ゼ あ る Q

当地 城 を嶺 盈 Lf=変麹 の 目顔 は ･努且 山喝凝 集藷 i:ヰ tdi-i Lた 野遡 山濠 の

･､賂森 性 〝-一敗威 性 と奮 い た い ところ ゼ あ る . しかレ/地 * l鮭 とい う にlj:余

()に4'額魯魚 寛 のスケー )i,が 小 さ漫 きぐる O 凍 って,額塵窮､了凌 Ii､＼原 糸 倣 ′ノ

ーー-24--

･■



ヒい ろ 呼 が､有産Ltい る - を杷虞 す,8ことに ある .こ の 冒鰍 こ叶 する 解各

は ′鼻鹿 蘭 に故火山山鹿 の高冷地 とい う宙藤顔虜 の下ゼ, -覇腐 勉か ら索教

の高,*i線 束 の主産 地 へ と葵 燈 した好izLLL澗 藤 の盈 史 に 負 うと ころが多 い .

野旦 山 風 -# の薪厳 を親展 す ると ′牛 革埼 妖 温 度 ク､9 -ccで私 隆 の 7,之Ocに

ほぼ 審 しい o禁膚威 聞d:直 か (,冬腰 の地鹿 渡鮭 が激 しい.ので .牽 覇 の盛栄

斉解 放真東 の嵐東森鹿 に鼻 中部‖ニ-'いや され て いるO

地線釣 に牧′野鼠 山癖 の大都 舟 は主 と して畠ノ＼ヶ年 火山噴 出牌からぬ る永

山 健属状 地 であ る｡ し他 #,面 ヒしては野鼠 山原香 と,&付 け た ｡)好且 山原 蚤

皮 .折々 に溶岩 を温 え.数 各 の承射状 後藤各 で刻 まれ ている膚斜 衝 で ある ｡

鹿 虫物登 憂切 って廃 優が､の り, 孝の上 に ローA の晃 られ る蹄が 多 い っ又 .局

部 酎 こ娃 ノ 庭 土 ′シル ト･砂か ら鈍る邦 兎唇立見 らjt.る･,筒慮 面 上 は′ 主 と

しこ天然 の きよら丸 盆濃え を 衆野 ヒ人工 の落一家庭麻 . 及び､鹿雁地 と しての利

得 が三九て いJa･い わゆる 野立 山さ地 とい われ る琴故 山 尿 で も高 舟 にあた る

革 み 虻 J 贋 作 比不一町髄 で あるが ′静遊 山 凍 帝 の索藤 にS.た る千曲 川 の谷 底 平

酵 な らが に 同乗面 を刻む息 の下液 で は標 高 /,2cc Wl鹿 まで水 田か､屠 られ る ･

野汲 iiJ麻 同風 の他 の地絡香 と して は, ヘ ケ算 ,k 山錐 ,蘇三県 債東 山岩 の山埠

准 東園且 ()に温風 勉私が熟 め ら九 る 久

野且山鹿面 は So～/〆とい ろ餐傾 斜地 で一鼻廟 に鹿 素 し由廉-,か ん らL. レ

タ ス ) ′､放資 .鳥丸い藩 な どの畑 作物が握 師̂ ナきれ る,

斜面 上 をお ゝら土壌 比 ′ 患 し＼廃土東 の火山灰 i塵でL,冬 の虚像 には慮 る しい

乱銀 を受 ける｡土廉腐蝕 と新 二密 教 匪ゼ L)ん 酸欠互 の盤だ しい磐地底 の土廉

(31,枚皐 と顛咋麻 糸 を腐 立す る ことによ っt 改喪 が､は か ら九 て い る｡

貴 地巌 の人 文餌 な側 面 と Ltは, 藤盟 JIJ泉 上 の巌者 碑祐 乗蕗 ･弊政 両帝脇

を廉 平助 に親 書す る ことに よ,,てか えた ,

静故山 暗鬼 は ′ 簸 ま次大政顔ヒ食壌膚産 と外 地 か らの刺傷 者 の膚虜 を idIか

る 好 意簡易 によ って太溶 射恵庭貴 腐贋 が行 わ れた B喝轟 当初 か ら農 産 にいた

るよど ,患 者盛 密教腰 上 引 ま自給約款 尭--)園 邦武線 審戴 唐う 酪虚底 宮 を 三､ン

7ス した廉廉 裁堵 ヒいう劉虹を慮 て魔巌 にい7生って いる やこの家政が､′土 地

融 解 にあ らわれた息 ヒ して｣よ . 開展 肇解 の陸井 か､IL っlどら大 豆 /太ノ]＼塵 ′ あ

わな どであ った のか＼′滞和 之5-年頃 か らぼ 白菜 ･かえ らん の挿 舟 けが魔 よ っ

f=｡土地剰 揮いこあtLわれ た握舟 指物 の塵 額 の賓必ば′- 芽 でlS:野塩 山間虜必

内部 にお いて 角藤 飴 毅搾経 費 に好 きIJjtま ,)が､生 じ､産経栗 .喝魔 健 闘観各 の蜜

痩方針 の凝 寒-が行わ れ たか らで あるが ′ 他 藩 この姦他 をも た らした要因 は ,

宴麻 の ETA の廉廉- ひ いては ′日永 の顔費 経藩 金床一･-が ′鹿膚 腐彦 ヒい ろ首

/､r二∴



的か ら酪 九 t 寮傑 笹 蛍 の鹿渡 車庫 が 衆必 し′そ れに躍 って 食 姓 等 の豪 私 を来

した ニ ヒも大 き く影 響 してい る ,嵐栄 華 -裁嬉 /=解 塵老 後 凄 内部 に′とり入 れ

な の も . 弼巌 にネ肇 か らの厳 密 と両 帝 釣忽泉 北 が マ//チ した蕗 に起 った 9 賂

塵 をと ()入れ た療 罪 と して ｢ま . 土地別 間上 に族 卑 しチ モ シ- ′ レ､パ 守 口 -

ぺ - ′7L-矛 や - ドグ ラス )の僅 軒が あ らh九 て いる ,

鮮度は-級鮒に顔寮 経 営 U)車 で果 す及 容‖ま′ 酪腐 鼻 薬 と験 いて はかを ()禰

甜鎗 で あ る が .当勉鹿 のよ らに水 田経 資 が＼固 鮭 である湯谷 ヒは . 塵素 魚 轟 の

巌鼻 L,な ってい る ク

肇 施底や免 状 は ′ し､まだ七 施 束 が磨 蛍 の 乎 ′亡とな って い るが ノ酪農 を と()

入 れ た組 療素 Ld:舟 来 のか 句 を鳥原 しこ し､る とし＼える m即 ち/盛栄 収 へが 一

味繭 ′及廃 村 なLtLのがらな り定期 的 †こな る ｡ 筆算労働 につ (､て竜. 年 内 の労

働力 の配分が ま佃 像 をお が､腐勅 に使 われ る ｡放 資 を作 中 Tる 二 とヒ よ って ･

轟寮度 肝 上 の穀点 で あ っ妾 土廉 の 庚妾 も免鼠 Lが 関 るくZiる .

しか し. =Lち ろL 明 るし､見過 しば､か ()で はな い , 酪封から.盈 希の療虚 し穐

チ 0 平鹿 )の中 に ′ 焦 折衝 廃 豪が､出て い る革が ある ｡ この 一例 はしがf)でな く

多摩 Jこ廃 され る覇超 は多 いが / と ら-LL､未乗 なか で は息 女が個 数 で あ った .

富 冷 地 農 業 の 地 理 的 考 察

- 八 ケ 名 西 建 -
.矢 口 和 代

/ ･フ 十 ｢ ル ド産床 t,-.あたっ t.I

池底 の塩水 につき まが希 慮 LT=のは ′ 自賛 条件 の過 酷 な師 であ る .打攻

を射よお勉 に卦 て 入閣′ 官僚 相 塵 の昨 標目こよ ゥて創 坦 たれ る姓凌 性 を兜 凌

白 に礎.おれ る酢 ヒ番 え たか らせ ある .

斜一孝 の渡 歩 と兵 に 宙麿希 件 の絶対鹿 /軍 産 雌 に li変私が 鼻 ら来 るが ′人

女鹿 濠にす亀櫨 を与 え る とい ろ息 に於 て. 碗/@ 車著 を 闇一手であ る と渚 える

し/失 策 - 一次 巌 栄藤 ヒ東栄 の感 で の電 牽鑑 は ′温度/=於 て竜 索然 が某tt止む

となっ て い ると絡 め ら九る .

数 しい 毎線 番麻 C7)もた らす御 薗 ヒ人賦 活観 の それに好 する 温兎 ,東 棟 を八

∴ ../:.f･∴∴.-＼一一j._チ~.:y:.,./i･/.

範舟地 k_は /低 蚤地 に鮒 する 藷で あ り . あ る 高貴 を宅 っ各盈 気象 塵 の 土

地ゼ塞 き と いろ地琴 朗 塗 薬 と′そ れt,L塵 ろ鹿 盈 ヒいろ泉威 庭番 素 とが . 畠

感穐 立敗愛 国 を決足 して いる .


